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Elix Essentialシリーズ長期間の運転停止方法
※停電・断水時前後の対処・・・etc.

対象機種：
Elix Essential UV 3/5/10

Elix Essential 3/5/10

注）作業時には、装置の鋭利な部分で指などを傷つけないようにご注意ください。
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＜はじめに＞
Elix Essentialシリーズは、運転モードでも待機モードでも、６時間に１回のフラッシングでRO膜の性能を保持します。

しかし、停電・水道工事などが予定されている場合には、事前に対処が必要です。運転時に電源が切れることで基板などに悪影響を及ぼすことや、断水が原因でエラーメッセージ
が表示される、断水復帰時に不純物（錆など）を多く含む水が大量に供給される、ということが予想されるためです。
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停電や断水の予定はないが、長期休暇などで不在とされる期間がある場合にも、漏水など万が一を考慮し、
装置電源を切っていただく事をお勧めします。

装置復帰時において、一ヶ月以上停止していた場合には、消耗品類（UVランプ類を除く）の交換をする必要が
ある場合がございます。実際に通水など動作確認をし、水質関連のエラー表示が消えない時には交換をお願
いします。
１週間程度の比較的短期間の停止でもRO膜の除去率低下など、水質が一時的に上がりにくくなる場合があ
ります。
その際には、タンク水を全量排水し、Elixを連続運転を実施し、水質を確認して下さい。
※タンク水を全量排水することが難しいようであれば、可能な限りの排水をお願いします。タンク水位が80％
未満となれば、製造モードに自動的に移行します。
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～事前および事後処置の流れ～

該当装置：

・Elix Essential シリーズ 以下に手順を示します。操作の詳細は取扱説明書もご参照ください。

■装置電源の切り方・入れ方については3頁以降をご参照ください。

・装置を待機モードにする

・装置の電源を切る

・タンク水全量排水

（二日以上の停止の場合）

事前対処

（断水時）

・水道栓を閉じる（断水時）

事後対処

（断水時）

・水道栓を開く

（断水時）

・可能であれば装置に供給されていない水道栓を開き、
鉄錆などが出ないことを確認する（断水時）

・装置の電源を入れる

・運転モードにする

（タンク満水ならば水位80％未満に減らして稼動させる）

・水質の確認をする

（不安定・低下時：上昇するまで純水製造を続けてください）

※設定によってはタンク渇水時に渇水を示すエラー表示
が出てきます。純水製造させ、タンク水位が上昇しますと
自動的に渇水表示は消えます。



モード変更キー を1回押して装置を

「待機モード」にしてください。

※工具アイコンがタンク水位表示の横に表示されます。
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～装置電源を切るには ～

装置を待機モードにし、壁コンセントから電源ケーブル抜いてください。

※電源スイッチはありません。

■注意■

運転モードの状態で電源ケーブルを直接抜く事は絶対しないでください。復帰が出来なくなる（電源が入らない）など、装置に悪影響を及ぼす恐れがあります。

壁コンセントから

電源ケーブルを抜く

モード変更キー

選択キー

確定キー

ヘルプインジケータータンク水位ゲージ

工具アイコン

壁コンセントから電源ケーブルを抜いてください。① ②

※電源スイッチはありません。
必ず「待機モード」で電源ケーブルを抜いてください。

※図ではプロガードが装着されていませんが、
実際には取り外す必要はありません。



モード変更キー を2回押して「運転モード」にしてください。

5 Elix Essentialシリーズ長期間の運転停止方法

本書のすべての著作権はメルク株式会社に属します。
弊社の許可なしに転載や二次利用を行うことを固く禁じます。

～装置電源を入れるには～

壁コンセントへ電源ケーブルを接続してください。待機モードで復帰しますので、運転モードに切り替えてください。

■確認■

タンク水位が80％（水位表示バーが2つ消えている）以上の時は、タンク水を排水していただき、純水製造を実施してください。

製造水質を確認、およびエラー表示が表示されないことを確認してください。

壁コンセントへ

電源ケーブルを接続

モード変更キー

選択キー

確定キー

ヘルプインジケータータンク水位ゲージ

工具アイコン

壁コンセントへ電源ケーブルを接続してください。「待機モード」で起動します。① ②

※図ではプロガードが装着されていませんが、
実際には取り外す必要はありません。

待機モードで起動します。

工具アイコンがタンク水位表示の横に
表示されています。

歯車アイコン

砂時計アイコン

モード変更キーを1回押す。

モード変更キーを1回押す。

設定モードに切り替わります。

工具アイコン消え、歯車アイコンが表示
されます。

運転モードに切り替わります。

歯車アイコン消え、砂時計アイコンが表
示されます。この砂時計は間もなく自動
的に消えます。これで終了です。


